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歩合給に残業代を含めて賃金を支払っても良い︖

■従来の賃金体系
割増賃金と歩合給を比較し､「割増賃金

＞歩合給」であれば割増賃金を､「割増

賃金＜歩合給」であれば歩合給を支給

することになっていた。

■大阪高等裁判所が指摘している問題点
　①そもそも割増賃金と歩合給を比較

　　せず歩合給を支払っていた。

　②歩合給の中に割増賃金を含めるこ

　　とで労働の対価の算出方法が不明

　　確になっている。

そこで、判例では以下のように改善する

ようにと記事から読み取れます。

　●通常の労働時間に対する賃金を

　　明確化し、時間外労働分の対価の

　　算出方法を明確化する

　●歩合給を決める要素として労働時

　　間による歩合給の格差を作るのは

　　構わないが､歩合給と時間外労働し

　　た分の対価とは区別して算出する

　●使用者は労働者に賃金体系を十分

　　に説明する

2019年5月13日付労働新聞にて

｢歩合給に残業代を含めて支払っても

良いのか｣ということについて、判例が

記されていますのでご紹介します。
（記事では残業代を割増賃金と記載）

今回紹介した記事は

極端な事例であるとは思いますが、

貴社の賃金体系で不明確な算出方

法になっている手当などないか､

改めてご確認頂ければと思います。

労働新聞 5 月 13 日付より

記事内事例のイメージ
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歩合給に割増賃金が
含まれている

・歩合給と割増賃金を区別して算出
・割増賃金の算出方法を明確化


